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国際ネットワーク相互運用性について
１．昨年度の成果

ａ．国際メッセージングサービスの推奨パラメータ検討
・SIPS通信プロトコルガイドライン（ドラフト版）作成
AS2、ebMSについて記載
・残り「通信機能確認シート」
・クラウド関連については来期持ち越し。
ｂ．マッピングツール調査
・マッピングツールの機能一覧（ドラフト版）作成
予定したツールは調査完了
AnyTran(DAL)
EDI-Master(キヤノンITS)
F*TRAN+［エフトランプラス］（富士通ビー・エス・シー）
Sterling B2B Integrator（日本アイ・ビー・エム）
・残り「ツール利用のイメージ図」等
ｃ．パブリッククラウドの相互運用性調査
・活動ができず、調査中断
２．今年度の進め方

①基本方針

· 具体的案件にかかわらずメッセージング基盤構築時に必要とされる要件について検討を継続する。

②検討項目

a. SIPS通信プロトコルガイドラインの完成
b. 昨年度の未着手だった「通信機能確認シート」を加え、完成版として仕上げる。
c. マッピングツール調査

· 昨年度未着手だった「ツール利用のイメージ図」を加え、完成版として仕上げる。

d. パブリッククラウドの相互運用性調査

· グローバル連携で利用可能となるパブリッククラウドを調査し、各サービスの相互運用性について比較検討する。

· 証明書の運用・管理についても相互運用性の視点で検討する。

以上
